ルクス 主義の 立場から しっかり 把握され、 実践され は 

じめ た。 これ は、 日本の 階級闘争の 画期的 進展 を 示す 

ものであるし、 同時に プロレタリア 作家の 階級 的 質 を 

目に 見えて 向上 させて いる。 (作家 同盟の サ ー クル 員 

は 全国で 四千 五 百 名 ある。 東京、 千 四百 三十 八 人中、 

婦人 サ ー クル 員 は 百 四十 五 人い る。) 

雪 は 午後に なっても 降りつ づけて いる。 I 君が、 自 

転 車で もう 一 遍サ ー クル 員のと ころ を 動員に まわる と 

云って 出かけた。 I 君 は 二十歳ば かりの 青年 だが、 岩 

波 書店の ストライキで 首 切られ、 下 詉訪へ かえって 来 

てから 〇〇 君と 一 緖にサ ー クルの 仕事 を 積極的に やつ 



ている の だ。 ふと 〇〇 君が、 

「あなた、 平 田 良 衛君を 知っています か？」 

と 私に きいた。 

「知っています。 …… どうしたの？」 

「つかまり ましたね」 

「ほんと？ いつ？」 

「知らないんで すか、 きのうの 新聞に 出て いました よ _ 

小川 君、 野 村さん という 人、 窪 川 鶴 次郎も やられた」 

「その 新聞あります か、 あったら 見せて 下さいな」 

わたし は 三月 一 一十 八日の 黎明に 東京 を 立って 塩 尻へ 

来た。 その 日の 新聞 は 見落して いるので あった。 女中 



が 持って来た 東京 朝日 新聞 を 見る と、 三 段ぬ きの 見出 

しで、 プロレタリア 科学 研究所の 山 田 勝 次郎、 平 田 良 

衛、 野 村 ニ郎、 寺 島 一夫、 河 野重弘 等の 同志た ちが 検 

挙 された こと、 同時に、 日本 プロレタリア 文化 連盟 書 

記 長 小川 信 一 の 家で 書記 窪 川 鶴 次郎、 出版 所長 壺井繁 

治が やられた ことが 報道され ている。 文化 連盟の 正体 

暴露と いう 風に、 日本 共産党と 結びつけ、 正式の 党員 

である こと を 承認した とか 煽情的に 書かれて いる。 山 

田 勝 次 郎の兄 社会 ファシストが、 そういう 活動 をす る 

弟 を もつ ことに 対して 遺憾の 意 を 表して いる。 (！) 

日本 プロレタリア 文化 連盟に 対する 反動 支配階級の 恐 



の 女工さん が やって来 るまで、 わたし はなお 一 二度、 

新聞 をと りあげて 見なお した。 

二人. 五 人. 七 人。 男女 サ ー クル 員が だんだん やつ 

て 来て その 炬鐽の ある 和洋折衷の 室 はやが て 一 杯に つ 

まった。 この 前の 講演会の 結果から 始 つて、 女工さん 

たちの 方が 男の ひとたちより 元気に しゃべった。 頰を 

上気 させ、 しかし 手 は 行儀よ く炬鐽 布団の 下に 入れた 

一 一 f 一 一 f o 

「そんな こと 噓 ずら！」 

「誰が 出す もんか。 II 誰が 云った の？」 

「坂 田が 来たんだ つて」 



ら、 外 は 雪の 夜 だのに 温くな つてい い 心 持に なって、 

もう 一 つ、 もう 一 つと 歌った。 しまいに 暑が つて X 子 

が 立って 窓 を あけた。 

その 夜 十 一 時す ぎの 上りで 自分 は 東京へ 向った。 新 

宿へ 降りた の は 省電の 初発が 出て まだ 間の ない 早朝で 

あった。 駅の プラット フォ— ムの まだ どこ やら 寒く 重 

しののめ 

たい 軒の かなたに 東雲が 見えた。 東京の 夜が あけて 間 

もない らしい ボロ円 タクで 走つ ている うちに だんだん 

家が 気になり だした。 角の 交番 を 曲った ところから 五 

十 銭 だま を 握って いて 止る とすぐ 降り、 家までの 横丁 

をい そいで 歩いて 玄関 を あけよう としたら 閉 つてい る _ 



日本 プロレタリア 作家 同盟 は 三月 十五 • 六 • 七と 三 

日間に わた つ て 第五 回 大会 を 開く ことにな つていた。 

常任 中央委員会から 出される 報告の 一 部と して 婦人 委 

員 会の 報告、 議案が 書かれなければ ならず、 その 執筆 

者 は、 窪 川 いね子と 自分と に 決定され ていた。 婦人 委 

員 会 は、 作家 同盟 内の 婦人 作家の 世界観と 技術と を 高 

め、 優秀な プロレタリア 婦人 作家と して 成長す るた め 

に 役立てる ばかりでなく、 作家 同盟が 一 九 三 一 年から 

の 著しい 文学 活動の 発展と して 拡大した サ ー クル 活動 

に 独自 的な 積極性で 参加し、 企業 • 農村に おける 勤労 

婦人の 文学的 自発性 を 鼓舞. 指導し、 プロレタリア 文 



「電話 を かけて やる と い いな」 

わたし は 駒 込 病院 前の、 背後から 店々 の 灯 かげ をう 

ける 自働 電話で 築地 小 劇場 を 呼んだ。 原 泉 子 はすぐ 電 

話 口へ 出て きた。 てきば きとした 調子で、 

「知って ます。 X X さんの 細君が 知らし に 来て くれ 

た」 

と 云った。 

「今夜、 あたし 十 一 時す ぎで なくち や 帰れな いんです」 

何のた めに、 どの位の 予定で 中 野 重 治が 引致され た 

のか、 それ は 原 泉 子に も 不明で あるら しかった。 わた 

し は 電話 をき り、 動 坂の 中途で 紙袋に 入れた 飴玉と 



「お 一 人です か」 

と 山 口が 云った。 

「 一 人です」 

「どこへ 行って いたんです」 

「親の 家です」 

「X 町の 方です か？」 

意外そう にきき かえした。 

「いや、 田舎に 家が ある …… 」 

台所の わきの 四畳半の 茶の間へ 行く と、 入った ばか 

りの 所に 小娘の ヤスと その 姉と がかた まって、 息を殺 

した 目つ きをして、 鞫を 下げた なり 入って 来た わたし 



その 時 外 はすつ かり 夜で、 細かい 雨が 降り出し てい 

た。 寒さの 用心に スゥェ ー タ ー を 包んだ 風呂敷 包み を 

かかえ、 傘 を さし、 もう 一人の スパイと 人通りの ない 

雨の 横 通り を 歩いて 駒込署 へ 行った。 

二階の 狭い 高等 室に 誰もい ず、 カザの ないむき 出し 

の電燈 が、 机の 上の さまざまな 印形の 詰った 箱 だ の 「自 

警」 という 雑誌の 表紙 だの を 照らして いる。 あたり は 

埃つ ぼく、 きたなく 見えた。 椅子に かけて 見廻して い 

ると、 

r — どうした」 

瘠せぎ すで 神経質な 顔に 一 種の 笑い を 浮べて 中 川が 



も、 昨日の 昼 或は 夜の あらゆる 残物 をぶ ち 込んで 煮な 

おした ものであった。 それ だから 一 椀の 汁の 中から、 

葱の こわい 端が 出る。 豆腐が 煮く たれ て こなごなに 

なった ものが 出る。 キヤ ベジの 根 を 切った ものが 出て 

来る。 穢ぃ 食物で ある。 

昼飯 十一 時す ぎ。 夕食 は 四時 過であった。 副食物 は、 

粗悪な ヒ ジキ。 刻み 昆布の 煮つ け。 大根と 悪臭 を 放つ 

ごぼう 

魚の あら 骨と の，、 - J つ た 煮。 ジャ ガ薯煮 つ け、 刻み 牛蒡 

等で、 昼、 夜と 二食 同じ 副食物が ついた。 そして、 そ 

れは 大抵 二日ず つ 繰 返される。 「がんもどき」 を 八十 

日に 一 度、 粗悪な 魚の きりみ 一 度。 食い かけの 入った 



る。 留置場 じゅうが それ を 聞いて いる。 雨つ づきと、 

板 敷へ じかに 何日 も 坐りつ づけて いるのと、 粗食と で 

体 は 冷え こみ、 少し 寒い 日 は 誰でも 小便が ひどく 近く 

なる。 それ を 一 々看守に たのみ、 監房 を あけて 貰って 

小便に 行かなければ ならな い の だ。 

十分ば かり 沈黙の 後、 今度 は 別な 声で、 

「旦那。 一 つ 便所ね がいます」 

とや や 威勢よ くいった。 

「 」 

それ は 黙殺され た。 

r — ねえ、 旦那」 



出し、 小 使に 命じなければ ならない の だ。 

「 —— お願いします」 

「うむ」 

「 …… この 前 猿 又 を 頼んだ 時に も、 あなた は 返事ば か 

りして 結局 買って くれなかった じ やないで すか。 —— - 

頼みます よ」 

爪先だった 大股で 入口の 視き 穴のと ころから 外の 様 

子 を 見て、 誰も 来そう もない とわ かると 看守 はまた 落 

付き はらつ て、 お前の 方が とるべき 態度 を とれば、 こ つ 

ち もき いて やる という 意味の こと をい つた。 

「六十 日 もいて、 原籍 をい わない じ やない か」 



「われわれ 共産党 員に は 鉄の 規則が ある。 それ は 守ら 

なけり やならない のです。 …… だが、 そんな こと は あ 

なた に 直接関係 ないじ やないで すか。 買って 下さい」 

彼 は 広 島で 青年 同盟の 中心的 活動 をして、 東京へ 出 

て 間もなく 捕えられ たの だそう だ。 一 一十 一 歳の 労働者 

出の 革命的な 青年で ある。 蛆と 看守との 押し問答が だ 

ん だん 嵩 じて 来て、 六十 日間に すっかり 頭髪の 伸びて 

しまった 蛆は、 腹立たし そうに、 

「なんだ！ それで 君の 任務が すむ と 思って るの 

ゝ I 

力！」 

といった。 



る。 一度 うちつけられる 毎に、 わたしが 息をつめて 

坐 つ ている 第 一 房の 羽目の 間から もうもう 埃が 立ち 

舞った。 そんなに ひどく ぶつけられ、 やがて 頸で も締 

めら れ たら しく 変な 喉 音が 聴え た 。 亢奮 し て 看守が 監 

房から 出て 来た。 

後から 来た 方の 看守が 黙って 自分の いる 第一 房の 監 

房へ 入って 来、 羽目のと ころ を 調べ、 手で なでて 見た _ 

それから 二人の 看守 はや はり 黙った まま、 協力して 金 

棒から 脱れ 加減に な つた 入口の 戸の 工合 をな おし、 

すっかりす むと 獣の ように つかみかかった 方が 出て 

行った。 



であるか を 知った。 また 監房 内で 正座させる 規則と い 

う ものが、 いかに ブル ジョァ 形式主義 による 偽善 的 効 

果を もつ もので あるか を 知った。 

(留置場へ は署 内の いろいろな 警官が 頻繁に 来る。 廊 

下にお いて ある 小 卓子の 上に 特別な ケィ 紙が 備えつ け 

て あり、 そこに 時間 その他が 刷って ある。 それへ 認印 

を 押しに ちょっと 顔 を 出す ので ある。 或る もの は 監房 

の 方へ 顔 を 向け ズ— と 一 通リ 廊下 を 歩いて 視察した。 

だが、 彼等 は、 たった今 看守が どんなに 蛆に惨 虐を加 

えた かとい うこと は 表面 何の 変り もな く 正座して いる 

ところから 見て とる こと はしない の だ。 形式的 見 まわ 



リは 夜中で も 来た。 看守 は 夜中 も 昼と 同じように 挙手 

の 礼 をし、 『二十 九 名、 内 女 一名です。 異常ありません』 

と 報告した。) 

四月 十一 日頃であった。 朝 九 時 頃、 便所へ 行きが け 

に 保護 室の 角 を 曲ろうと したら、 第一 房の 錠が 開く 音 

をき きつけて、 待ち かねてい たらしく、 今 野 大力が すつ 

と金 網ぎ わで 立ち上り、 

さ さ や 

「蔵 原が やられた」 と 囁いて 坐った。 

「いつ？」 

二 ニニ 日 前ら しい」 



産が 一 日で もやって 行ける か？ 彼等が 半 封建的な 資 

本 主義 的. 地主 的 権力で ある 限り、 プロレタリア はプ 

ロレ タ リアで ある こと を やめない。 闘争 を やめぬ。 資 

本 主義の 矛盾 はこ こに も 現れて、 数人の 前衛 をう ばつ 

たこと は、 逆に これの 何 倍 かの 活動家た ち を 生み出す 

結果と なって いるの だ。 

洋々 とした 確信が 胸に みち、 自分 は 思わず 立った ま 

ま 伸び をし、 空に 向いて 笑った。 声 を 出さず、 ひろく 

唇 を ほころ ばして 順々 に 笑った。 

午後 一 一時 ごろに なると、 特高 係が 留置場へ やつ て 来 

てわたし を 出し、 二階の 一室へ つれ 込んだ。 墨汁 だの 
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